
���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������

�������

2
0
1
5
年
9
月
19
日

の
安
全
保
障
関
連
法
案
の

強
行
採
決
か
ら
8
年
。
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認

め
た
、
あ
の
日
か
ら
毎
月

国
会
前
で
行
わ
れ
て
い
る

19
日
行
動
。
94
回
目
と

な
っ
た
9
月
19
日
、
1
、

1
0
0
人
が
集
う
な
か

「
憲
法
違
反
の
法
律
い
ら

な
い
」「
9
条
壊
す
な
」

と
声
を
上
げ
た
。

主
催
者
の
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
・
菱
山
さ

ん
は
「
8
年
前
の
強
行
採

決
か
ら
、
ど
ん
な
状
況
で

も
毎
月
集
ま
り
、
私
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
声
を
あ

げ
て
き
た
。
こ
の
闘
い
が

憲
法
を
変
え
さ
せ
な
か
っ

た
大
き
な
力
に
な
っ
て
き

た
。
絶
対
に
憲
法
を
変
え

さ
せ
な
い
と
い
う
決
意
を

あ
ら
た
め
て
共
有
し
た

い
」
と
訴
え
た
。

そ
の
後
も
、
各
政
党
や

団
体
が
発
言
。「
米
国
し

か
見
て
い
な
い
政
治
に
日

本
の
進
路
は
任
せ
ら
れ
な

い
。
子
ど
も
た
ち
に
戦
争

を
す
る
国
を
残
す
わ
け
に

は
い
か
ず
、
主
権

者
で
あ
る
私
た
ち

が
国
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

と
発
言
。
さ
ら
に

防
衛
関
連
予
算
が

増
大
す
る
状
況
に
「
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
や
非
正
規
雇

用
者
ら
生
活
に
苦
し
む
人

が
多
い
な
か
、
な
ぜ
軍
拡

な
の
か
。
私
た
ち
は
自
分

た
ち
の
暮
ら
し
を
あ
き
ら

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

政
治
に
対
し
て
傍
観
者
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

連
綿
と
続
く
こ
の
闘
い

は
、
諦
め
る
こ
と
な
く
平

和
を
求
め
る
多
く
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
の
道
し
か
な
い
」

と
い
う
政
治
に
対
し
、
別

の
道
が
あ
る
は
ず
だ
と
、

正
し
い
道
筋
を
示
す
時
が

き
て
い
る
。

2023現業・公企闘争の
山場に向け決起集会

2
0
2
3
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
第
2
ス
テ
ー
ジ
の

山
場
に
向
け
、
9
月
22
日
、
藤
沢
で
『
現
業
・
公
企
統

一
闘
争
勝
利
！
総
決
起
集
会
』
を
開
き
、
19
単
組
87
人

が
参
加
し
た
。

職
場
実
態
に
基
づ
く
要
求
と
、
他
単
組
と
の
情
報
共

有
な
ど
を
活
か
し
た
粘
り
強
い
交
渉
に
よ
り
、
し
っ
か

り
と
結
果
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

冒
頭
、
武
部
現
業
・
公
企

統
一
闘
争
委
員
長
（
県
本
部

副
委
員
長
）
は
「
感

染
症
や
自
然
災
害
へ

の
対
応
に
は
自
治
体

現
場
の
人
員
確
保
が

極
め
て
重
要
と
な

る
。
当
局
に
対
し

て
、
自
治
体
の
責
任

と
し
て
、
正
規
職
員

の
採
用
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
、
粘

り
強
く
要
求
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
全

国
統
一
闘
争
基
準
日

を
中
心
に
、
集
中
的

に
取
り
組
み
を
強
化

し
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

集
会
基
調
で
小
林
事
務
局

長
（
県
本
部
労
働
局
長
）
は

「
要
求
書
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
組
合
員
の
声
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

通
年
闘
争
に
お
い
て
、
県
内

す
べ
て
の
単
組
で
要
求
書
の

提
出
・
交
渉
を
行
い
、
山
積

す
る
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
み
の
強
化
お
願
い
し
た

い
」
と
提
起
。

そ
の
後
、
横
浜
ブ
ロ
ッ

ク
・
湘
南
三
浦
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
職
場

課
題
な
ど
の
要
求
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
の
強
化
に
つ

い
て
決
意
表
明
。

自
治
労
横
浜
・
津
田
さ
ん

は
「
来
年
度
の
採
用
試
験
の

実
施
に
つ
い
て
、
交
渉
に
よ

り
継
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
各
種
要
求
の

な
か
で
も
、
学
校
給
食
の
調

理
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
全
校
設

置
に
向
け
、
具
体
的
な
交
渉

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
自
治
体
行
政
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
、
現
業
職
場
は

必
要
だ
と
信
念
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
横
須
賀
市
職

労
・
河
合
さ
ん
は
「
第
1
ス

テ
ー
ジ
で
積
み
残
し
た
課
題

解
決
や
次
年
度
に
向
け
て
の

新
規
採
用
、
退
職
者
不
補
充

の
撤
回
を
重
点
課
題
に
掲

げ
、
次
期
闘
争
に
繋
げ
る
通

年
闘
争
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
全

単
組
で
の
新
規
採
用
再
開
に

向
け
、
今
闘
争
を
た
た
か
い

抜
く
」
と
述
べ
た
。

10
月
20
日
の
全
国
統
一
闘

争
基
準
日
に
向
け
、
粘
り
強

く
交
渉
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
、
例
年
取
り
組
ん
で
い
る

檄
布
の
交
換
を
行
っ
た
。

集
会
に
続
く
学
習
会
で

は
、
全
国
の
現
業
・
公
企
職

場
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い

て
、
自
治
労
本
部
・
吉
村
現

業
局
長
は
「
第
1
次
闘
争

で
、
新
規
採
用
の
獲
得
、
定

年
引
き
上
げ
に
と
も
な
っ
た

人
員
配
置
な
ど
成
果
を
勝
ち

取
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る

一
方
、
取
り
組
み
が
で
き
て

い
な
い
状
況
も
あ
り
、
二
極

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
。
業
務
の
専
門
性

が
高
ま
り
、
複
雑
化
し
て
い

く
な
か
で
、
安
定
的
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け

て
、
人
員
確
保
が
最
重
要
」

と
し
、
成
果
を
勝
ち
取
る
た

め
に
、
人
員
確
保
・
賃
金
改

善
・
定
年
引
き
上
げ
・
労
働

安
全
衛
生
の
確
立
・
職
場
の

独
自
課
題
の
5
点
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
紹
介
し

つ
つ
取
り
組
み
の
強
化
に
つ

い
て
の
要
請
が
あ
っ
た
。

現
業
・
公
企
職
場
に
お
け

る
労
働
二
権
の
強
み
を
最
大

限
生
か
し
た
第
2
ス
テ
ー
ジ

の
闘
い
で
、
し
っ
か
り
と
結

果
に
つ
な
げ
て
い
く
。

す
べ
て
の
組
合
員
が
一
丸

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
お
願

い
す
る
。

全
単
組
で「
檄
布
」交
換

ア
キ
ラ
メ
ず

正
し
い
道
筋
を

2023
確定闘争

8
月
の
人
事
院
勧
告
以

降
、
11
月
10
日
を
山
場
と
し

た
2
0
2
3
賃
金
確
定
闘
争

に
向
け
、
県
本
部
は
闘
争
方

針
を
作
成
し
て
取
り
組
む
。

今
年
度
の
確
定
闘
争
の
柱

は
、
左
下
囲
み
の
4
項
目
。

2
年
連
続
で
月
例
給
・
一

時
金
引
き
上
げ
と
な
っ
た
人

事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
勧
告

を
超
え
る
給
与
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
と
と
も
に
、
定
員

管
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
自
主
的

に
適
正
な
運
用
と
な
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

具
体
的
に
は
、
定
年
引
き

上
げ
に
伴
う
新
規
採
用
の
継

続
的
な
確
保
、
中
長
期
的
な

観
点
か
ら
の
定
員
管
理
を
は

じ
め
、
人
材
確
保
や
人
材
育

成
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
。
ま
た
、
適
正
な

労
働
時
間
管
理
と
長
時
間
労

働
是
正
を
求
め
る
と
と
も

に
、
職
員
の
希
望
に
基
づ
く

柔
軟
な
働
き
方
、
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入
な
ど
を

求
め
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
長
時
間
労
働
の

実
態
を
背
景
と
し
て
、
業
務

量
に
見
合
う
人
員
の
確
保
に

つ
い
て
引
き
続
き
求
め
て
い

く
必
要
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
の
勤
勉
手
当
支
給
を

は
じ
め
と
す
る
処
遇
改
善
、

高
齢
層
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
の
観
点
か
ら
55

歳
超
職
員
に
つ
い
て
も
昇
給

で
き
る
仕
組
み
の
確
保
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。

誰
も
が
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
を
つ
く
る
た
め
、
組
合

員
の
声
を
集
め
、
運
動
を
さ

ら
に
前
へ
進
め
て
い
く
。

組
合
員
の
声
を
力
に

山
積
す
る
課
題
解
決
へ

2023確定闘争

4つの重点課題
ⅰ 給与の引き上げ改定を行

うこと。

ⅱ 中途採用者の賃金改善を

行うこと。

ⅲ 賃金の運用改善に向け、

「1単組・1要求」を行う

こと。

ⅳ 会計年度任用職員の処遇

改善を行うこと。

―オンライン署名にご協力を―

未来を担う子どもたちのために
神奈川県教職員組合・神奈川県高等学校教職員組合

は、豊かでゆきとどいた教育を実現するための県・国

の教育予算確保・充実に向けて、「オンライン署名」

に取り組んでいます。

みなさんのご協力をお願いします。

日
本
が
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
と
呼

ば
れ
て
い
る

の
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。

北
大
西
洋
条
約
機
構
の
略
で

は
な
く
、N

ot
A
ction

T
alk
O
n
ly

。
話
す
だ
け

で
何
も
動
い
て
く
れ
な
い
と

い
う
意
味
◆
日
本
特
有
の

�
行
動
し
な
さ
�
は
、
組
織

の
意
思
決
定
の
基
本
が
全
員

参
加
、
全
員
納
得
に
あ
る
こ

と
が
原
因
で
、
空
気
と
雰
囲

気
が
支
配
す
る
た
め
だ
と
◆

ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
と
呼
ば
れ
た
の
は
遥

か
昔
の
こ
と
。
日
本
の
組
織

は
、
組
織
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
で
個
人
の
目
的
も
達

成
可
能
だ
と
諭
す
◆
こ
の
関

係
が
、
日
本
固
有
の
個
人
的

意
思
決
定
と
組
織
的
意
思
決

定
の
あ
り
方
で
あ
る
◆
労
働

組
合
の
意
思
決
定
は
、
慎
重

か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
。
み
ん

な
で
決
め
て
、
み
ん
な
で
行

動
す
る
。
変
わ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。（

英
）

現場の人員確保が最重要現場の人員確保が最重要

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

（1）2023年10月1日号（毎月2回発行1日・15日） 自 治 労 神 奈 川 891号

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。
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県
内
労
組
の
青
年
部
を
中

心
と
し
た
、
青
年
共
闘
組
織

で
あ
る
神
奈
川
県
実
行
委
員

会
は
、
9
月
25
日
横
浜
で
第

51
回
平
和
友
好
祭
神
奈
川
県

祭
典
を
開
き
、
労
組
青
年
組

合
員
22
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
摺
河
実
行
委
員
長

（
横
浜
交
通
労
組
）は
「
私
た

ち
の
日
常
は
、
当
た
り
前
の

も
の
で
は
な
い
。
戦
争
を
な

く
す
た
め
に
、
私
た
ち
は
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
こ
の

機
会
に
あ
ら
た
め
て
考
え
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

『
戦
車
闘
争
か
ら
50
年
、

神
奈
川
の
米
軍
基
地
は
今
』

と
題
し
た
講
演
で
、
前
相
模

原
市
議
の
金
子
さ
ん
は
「
当

時
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
用

さ
れ
た
米
軍
戦
車
は
、
相
模

総
合
補
給
廠
で
修
理
さ
れ
、

横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
ま
で
輸

送
さ
れ
て
い
た
。
戦
車
闘
争

と
は
、
こ
の
戦
車
の
輸
送

を
、
住
民
の
座
り
込
み
に

よ
っ
て
止
め
た
闘
い
の
こ

と
。
50
年
前
の
話
だ
が
、
現

在
も
横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
に

は
多
く
の
米
軍
物
資
や
戦
闘

車
両
、
オ
ス
プ
レ
イ
等
が
陸

揚
げ
さ
れ
、
各
米
軍
基
地
へ

搬
出
入
す
る
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、基

地
周
辺
の
住
民
は
、
戦

闘
機
の
騒
音
や
墜
落
の

危
険
性
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
」
と
神
奈
川
県
内

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

闘
い
と
、
基
地
の
現
状

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

分
散
会
で
は
、
地
域

や
職
種
を
越
え
た
仲
間

と
の
議
論
を
通
じ
「
学

ん
だ
こ
と
を
、
家
族
や
職
場

の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
大

切
。
他
人
事
と
し
て
で
は
な

く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
た
い
」「
個
人
の
知
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
仲

間
と
横
の
つ
な
が
り
を
強
め

る
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の
力

に
な
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

身
近
な
課
題
か
ら
平
和
を

考
え
る
こ
と
で
、
平
和
は
当

た
り
前
の
も
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ

と
が
見
え
て
く
る
。
当
た
り

前
を
考
え
、
真
実
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考

え
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
確
認
し
た
。

当
た
り
前
の
平
和
を
考
え
る

労
組
の
青
年
同
士
が
交
流

海老名市長選挙

内野 まさる
県本部自治体議員連合

（組織内 現5期）

11月5日告示・12日投開票
県本部第11回中央執行委員会
（2023．8．18）推せん決定

自
治
体
議
会
の
実
態
は

ど
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
か

近
年
、
政
治
学
・
行
政
学
の
分

野
で
は
、
地
方
政
治
研
究
が
盛
り

上
が
り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
一

口
に
地
方
政
治
研
究
と
言
っ
て

も
、
概
ね
4
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に

分
か
れ
る
。
第
一
に
、
地
方
自
治

体
制
度
全
般
や
自
治
体
の
政
策
過

程
に
お
け
る
中
央
政
府
か
ら
の
影

響
力
に
関
す
る
研
究
（
中
央
地
方

関
係
研
究
）
で
あ
る
。
第
二
に
、

国
と
自
治
体
の
政
治
情
勢
の
比
較

や
政
党
本
部
と
支
部
の
関
係
性
あ

る
い
は
議
員
の
系
列
化
の
構
造
な

ど
を
扱
う
研
究
（
政
党
研
究
・
代

議
士
研
究
）
で
あ
る
。
第
三
に
、

首
長
選
挙
や
議
会
選
挙
の
結
果
、

有
権
者
の
投
票
行
動
な
ど
を
扱
う

研
究
（
選
挙
研
究
・
投
票
行
動
研

究
）
で
あ
る
。
第
四
に
、
首
長
や

議
員
、
地
域
内
の
政
治
団
体
、
市

民
参
加
・
市
民
運
動
な
ど
の
活
動

様
式
や
政
策
形
成
過
程
に
及
及
ぼ

す
影
響
な
ど
を
扱
う
研
究
（
自
治

体
内
政
治
構
造
研
究
）
で
あ
る
。

巨
視
的
に
見
れ
ば
、
研
究
の
数

が
増
加
し
て
い
る
の
は
第
三
の
選

挙
研
究
や
投
票
行
動
研
究
と
言
え

よ
う
。
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
サ
イ
エ

ン
ス
（
通
称
・
ポ
リ
サ
イ
）
と
呼

ば
れ
る
立
場
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ

に
よ
り
、
様
々
な
計
量
分
析
の
モ

デ
ル
を
駆
使
す
る
形
で
の
デ
ー
タ

分
析
の
知
見
が
積
み
重
な
っ
て
き

て
い
る
。
た
だ
、
筆
者
が
注
目
し

て
い
る
の
は
、
第
四
の
自
治
体
内

政
治
構
造
研
究
で
あ
る
。
2
0
0

0
年
代
よ
り
、
曽
我
謙
吾
や
待
鳥

聡
史
、
辻
陽
、
砂
原
庸
介
、
馬
渡

剛
な
ど
の
著
作
が
次
々
と
刊
行
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
立

論
は
、
基
本
的
に
地
方
政
治
の
特

徴
を
首
長
と
議
会
の
「
二
元
代
表

制
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
、
両

者
が
機
関
対
立
的
に
作
動
す
る
実

態
を
デ
ー
タ
分
析
か
ら
明
ら
か
に

し
よ
う
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い

る
。た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
い

ず
れ
も
47
の
都
道
府
県
レ
ベ
ル
を

対
象
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
1
、

7
4
1
と
数
の
多
い
市
区
町
村
レ

ベ
ル
を
対
象
に
し
た
研
究
は
、
未

だ
全
体
的
な
傾
向
性
を
把
握
で
き

る
ほ
ど
に
は
深
化
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
面
倒
な
の
は
、
こ
れ
が
サ

ン
プ
ル
数
の
多
さ
だ
け
で
な
く
、

政
治
的
ス
タ
ン
ス
の
補
足
の
難
し

さ
が
絡
ん
で
く
る
こ
と
で
あ
る
。

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
、
首

長
に
し
て
も
議
会
議
員
に
し
て
も

一
定
程
度
は
国
政
政
党
と
の
関
係

性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
紐
帯
を
ベ
ー
ス
と
し
た
駆
け

引
き
の
様
態
が
見
え
や
す
い
。
一

方
、
市
区
町
村
レ
ベ
ル
と
な
る

と
、
特
別
区
や
大
都
市
部
以
外
は

大
半
の
議
会
議
員
が
「
無
所
属
」

と
し
て
立
候
補
し
当
選
し
て
い
く

（
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
彼
ら

彼
女
が
政
治
信
条
的
に
「
無
所

属
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な

い
）。
そ
の
た
め
、
議
会
議
員
の

動
き
を
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
把

握
し
分
析
す
れ
ば
良
い
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
、
方
法
論
的
な
一
致

が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

筆
者
は
近
年
、
こ
の
困
難
性
を

克
服
す
る
に
は
、
議
員
の
会
派
構

成
と
表
決
行
動
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
（
拙
稿
「
石
垣
島
の
地
方
政

治
」『
自
治
総
研
』
5
1
3
〜
5

1
5
号
参
照
）。
選
挙
戦
で
「
無

所
属
」
を
標
榜
し
て
も
、
任
期
中

に
誰
と
ど
の
よ
う
な
会
派
を
組
ん

だ
か
、
そ
し
て
首
長
提
案
／
議
員

提
案
の
議
案
に
ど
の
よ
う
な
態
度

を
取
っ
た
か
と
い
う
点
に
注
目
す

れ
ば
、
自
ず
と
地
方
政
治
上
の
ス

タ
ン
ス
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
構

図
が
多
く
の
市
区
町
村
で
も
観
察

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
都
道
府
県

レ
ベ
ル
と
は
別
の
「
二
元
代
表

制
」
の
作
動
実
態
を
明
ら
か
に
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
膨
大
な
デ

ー
タ
収
集
と
分
析
作
業
が
必
須
と

な
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
魅
力
的

な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

連載

神
奈
川
自
治
研
セ
ン
タ
ー
研
究
員

新
垣

二
郎（
横
浜
市
立
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授
）

原
発
に
も
化
石
燃
料
に
も

依
存
し
な
い
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
1
0
0
％
と
公
正
な
社
会

の
実
現
を
呼
び
か
け
る
イ
ベ

ン
ト
「
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ
イ
」

が
9
月
18
日
、
東
京
・
代
々

木
公
園
で
開
か
れ
、
8
0
0

0
人
が
参
加
し
た
。

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
1
0

0
0
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」
な

ど
団
体
が
共
催
し
、
環
境
保

護
を
訴
え
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
や
音
楽
ラ
イ
ブ
を
実
施
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
、
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
さ
ん
は
原

発
の
処
理
水
の
海
洋
放
出
に

触
れ
、「
政
府
は
地
元
の
理

解
が
進
む
ま
で
放
出
し
な
い

と
い
う
約
束
を
反
故
に
し

た
。
さ
ら
に
原

発
再
稼
働
ま
で

言
い
出
し
た
。

福
島
の
反
省
は

全
く
生
か
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ

の
侮
辱
に
対
し

て
闘
い
続
け
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
指

摘
。若

者
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で

は
、「
世
界
で
は
気
候
災
害

で
住
ま
い
を
追
わ
れ
る
人
が

増
え
て
い
る
。
環
境
問
題
の

根
底
に
は
、
人
の
命
と
権
利

が
関
わ
っ
て
い
る
。
今
後
、

年
代
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら

わ
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の

声
を
集
め
た
社
会
運
動
に
し

て
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

さ
ら
に
、「
差
別
は
思
い
や

り
で
は
解
決
し
な
い
。
社
会

構
造
を
理
解
し
変
え
て
い
く

た
め
、
未
来
を
つ
く
る
の
は

い
ま
」
と
ま
と
め
た
。

そ
の
後
の
パ
レ
ー
ド
で
は

若
者
が
行
き
交
う
駅
前
な
ど

で
「
原
発
い
ら
な
い
」「
再

エ
ネ
1
0
0
％
」
な
ど
と
声

を
張
り
上
げ
た
。

自治研センターHP URL:https://kanagawa-jichiken.or.jp

保障も充実のじちろうの共済！ぜひご相談ください

未来を創るのは“いま”未来を創るのは“いま”
表参道をデモ行進
「原発はいらない」

自
治
研
セ
ン
タ
ー
リ
ポ
ー
ト

応援します
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